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 公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団 

令和５年度 第３回理事会議事録 

 

１ 日  時   

令和６年３月５日㈫ 午後３時～午後４時 30分 

 

２ 場  所 

 名古屋ガーデンパレス５階 竹の間（名古屋市中区錦三丁目 11－13） 

 

３ 理事現在数及び定足数 

  現在数 11名、定足数６名 

 

４ 出席理事 

 伊藤靖祐、加藤義彦、山﨑拓史、伊藤 聡、鈴木孝昌、長岡龍男、藤城智哉、松岡明範、

水越省三、吉田宏道  計 10名 

 

５ 理事以外の出席者    

監  事 伊藤秀樹、安井信久 

事務局員 田中義広、大塚あゆみ 

 

６ 議 案 

(1) 第１号議案 令和６年度公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団事業計画（案）に

ついて 

(2) 第２号議案 令和６年度公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団収支予算（案）及

び資金調達及び設備投資の見込み（案）について 

(3) 第３号議案 役員等賠償責任保険契約の内容について 

(4) 第４号議案 退職手当資金請求方法の合理化について 

(5) 第５号議案 公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団運営細則の一部改正につい

て 

(6) 第６号議案 公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団運営規則の了解事項の一部

改正について 

(7) 第７号議案 事務局長の選任について 

 

７ 議事の進行等 

(1) 議長の選出 

 定款第 39条の規定により、理事長 伊藤靖祐が議長となり議事を進行した。 

(2) 定足数の確認 

 午後３時現在、理事現在数 11 名中８名の出席があり、定款第 40 条の規定により、理

事会は有効に成立していることを確認した。 

 

８ 議事の経過の概要及び議案別議決の決議 



２ 

(1)  第１号議案 令和６年度公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団事業計画（案）に 

       ついて 

 第２号議案 令和６年度公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団収支予算（案）及 

       び資金調達及び設備投資の見込み（案）について 

 議長の指示により、事務局長が両議案を一括して資料に基づき説明した。 

 議長が、意見・質問を求めた。 

◎  加藤常務理事から発言 

 第２号議案の「経常収支計」と「経常費用計」が一致しているが、いわゆる収支差

額に相当するものが、「退職手当資金準備金繰入額」ということか。 

《事務局》 

 そのように理解している。 

◎  伊藤聡理事から発言 

 退職手当資金給付金の予算増１億円は、主に算定乗率の改定によるものと思われる

が、高額の退職手当資金の給付対象となるみなし退職者の増はあるのか。 

《事務局》 

 算定乗率改定の検討の際の大まかな試算では、算定乗率の改定による退職手当資金

給付金の増は７％と見込んでおりその分が約 6,500 万円である。なお、みなし退職者

の数は、今年度の 13人から来年度は 18人に増えている。 

その他発言はなく、議長が挙手により第 1号議案の賛否を求めたところ、全会一致で

原案のとおり承認された。 

続けて、議長が挙手により第２号議案の賛否を求めたところ、全会一致で原案のとお

り承認された。 

(2)  第３号議案 役員等賠償責任保険契約の内容について 

 議長の指示により、事務局長が資料に基づき説明した。 

 議長が意見・質問を求めたが発言はなく、議長が挙手により賛否を求めたところ、全

会一致で原案のとおり承認された。 

(3)  第４号議案 退職手当資金請求方法の合理化について 

 議長の指示により、事務局長が資料に基づき説明した。 

 議長が、意見・質問を求めた。 

◎  伊藤聡理事から発言 

 年度末退職時の「資格喪失報告書兼退職手当資金給付請求書」の財団への提出期限

を３月 20日としているが、期限を設けてもそれ以後の提出を受け付けないわけにはい

かない。年度末間近の大量提出を避けたいのであれば、期限を設けるより受付開始を

例えば２月 20日などの早い時期に設定して、それを示した方がいいのではないか。ま

た、終期を示すなら「できるだけ何日までに出してください」のような形がいいので

はないか。 

《理事長》 

 そのように対応していきたい。文案については一任いただきたい。 

その他発言はなく、議長が挙手により賛否を求めたところ、一部修正の上承認された。 

(4)  第５号議案 公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団運営細則の一部改正について 

 第６号議案 公益財団法人愛知県私立幼稚園退職基金財団運営規則の了解事項の一部 



３ 

       改正について 

 議長の指示により、事務局長が両議案を一括して資料に基づき説明した。 

 議長が、意見・質問を求めた。 

◎  山﨑拓史常務理事から発言 

 細則の第３条第２項第２号の改正で、「11号様式」を「５号様式」と改めているが、

様式の名称も「資格喪失報告書兼退職手当資金給付請求書」に改まっているので、条

文上も正式名称にした方がいいのではないか。 

《事務局》 

 細則第３条第２項に「規則第９条第１項の異動報告書の様式は次の各号に定めると

ころによる」とあるので、分かりにくい形にはなるがあえて報告書のままとさせてい

ただいた。 

◎  伊藤聡理事から発言 

 「資格喪失報告書兼退職手当資金給付請求書」に振込口座を指定する欄がない。書

いてもらうようにするか、別に口座を登録しないといけないのでないか。 

《事務局》 

 現行は、予め財団が作成して園に送っているとはいえ、「退職手当資金給付請求書」

に振込口座が記載されており、園が振込口座を指定する形がとられている。 

《理事長》 

 ７月１日の施行日より前に振込口座の登録をする。口座の登録用紙を送るか、前回

振込んだ口座を登録するので変更したい場合は申し出るよう通知するか、やり方は一

任願いたい。様式の改正は原案どおりでよいと思う。 

◎  吉田理事 

 ７月１日から新しい様式を使うのか、７月１日以降の退職者から新しい様式を使う

のか。 

《事務局》 

 様式はシステムから出力されるので、７月１日以降の手続きは、退職日にかかわら

ず全て新しい様式を使う。 

その他発言はなく、議長が挙手により第５号議案の賛否を求めたところ、全会一致で

原案のとおり承認された。 

続けて、議長が挙手により第６号議案の賛否を求めたところ、全会一致で原案のとお

り承認された。 

(5)  第７号議案 事務局長の選任について 

 議長の指示により、事務局長が資料に基づき説明した。 

 議長が意見・質問を求めたが発言はなく、議長が挙手により賛否を求めたところ、全

会一致で原案のとおり承認された。 

 

９ 報告 

(1) 令和５年度中間事業報告について 

 理事長の指示により事務局長が資料に基づき説明した。 

(2) 資格異動等の遡及処理について 

 理事長の指示により事務局長が資料に基づき説明した。 



４ 

◎  理事長から補足説明 

 １年を超える遡及は原則として行わないとしながら、理由書を提出させて認める事

例が毎年発生している。特に今回は多く、申出があっても処理が済んでいないため掲

載していないものが他に 17件ある。看過できない状況なので、今後の制度見直しも視

野に入れた問題提起をさせていただく。 

◎  長岡理事から発言 

 産休・育休が増えてくると中断の手続き忘れは、注意喚起していかないと今後も起

こり得る。 

 

10 その他 

(1) 退職金領収書の写（第９号-２様式）の廃止について 

 理事長の指示により事務局長が資料に基づき説明した。 

 議長が意見・質問を求めたが発言はなく、次回理事会に議案として提案することとし

た。 

(2) 退職基金財団役員推薦の見直しについて 

 理事長の指示により事務局長が資料に基づき説明した。 

◎  伊藤聡理事から発言 

 幼稚園連盟の常任理事会から推薦を得るという規定を作った趣旨は、連盟の意思を

尊重するということなので、今のまま常任理事会で推薦してもらえばいい。 

◎  山﨑常務理事から発言 

 常任理事の中から推薦するとされている訳でないので、常任理事以外の候補も含め

常任理事会で推薦すればいい。 

今後も、幼稚園連盟常任理事会において推薦していただくこととした。 

 

 

以上の議事を明確にするため、出席した理事及び監事は記名押印する。 

 

  令和６年３月５日 

 

理 事 長   伊 藤 靖 祐     印 

 

常務理事  加 藤 義 彦     印 

 

常務理事  山 﨑 拓 史     印 

 

理  事   伊 藤  聡     印 



５ 

 

理  事   鈴 木 孝 昌     印 

 

理  事   長 岡 龍 男     印 

 

理  事   藤 城 智 哉     印 

 

理  事   松 岡 明 範     印 

 

理  事   水 越 省 三     印 

 

理  事   吉 田 宏 道     印 

 

監  事   伊 藤 秀 樹     印 

 

監  事   安 井 信 久     印 

 


